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町 の 人 口 

(5 月末日現在） 

総人口 8, 905人 

4, 706人 

4, 171人 

世帯数 2, 689世帯 

男

女

 
No. 140号 

・
0
1
1
 

と
 

じ
 

て
 
保
 
存
 
し
 

て
 
下
 
さ
 

い。 

夏
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
 

夏
は
、
暑
さ
に
よ
っ
て
注
意
力
が
散
 

漫
と
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
運
転
や
居
眠
り
 

な
ど
過
労
運
転
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
 

ま
す
。
さ
ら
に
、
夏
休
み
を
迎
え
、
子
 

供
の
戸
外
活
動
が
活
発
と
な
り
、
と
く
 

に
小
学
生
の
自
転
車
事
故
、
高
校
生
の
 

二
輪
車
事
故
が
急
増
し
ま
す
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
十
分
に
坤
眠
を
 

と
り
体
調
を
整
え
、
 

「
ス
ピ
ー
ド
の
出
 

し
す
ぎ
」
、
無
理
な
追
越
し
な
ど
を
や
 

め
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

（
一
般
運
転
者
向
け
）
 

，
シ
マ
ッ
タ
で
踏
む
ブ
レ
ー
キ
は
も
う
 

お
そ
い
I
 

J
、〇 

（
子
供
向
け
）
 

ク
大
丈
夫
か
な
君
の
自
転
車
の
ブ
レ
ー
 

キ
と
ハ
ン
ド
ル
I
 

（
高
校
生
向
け
）
 

，
高
校
生
学
割
き
か
な
い
事
故
違
反
I
 

交
通
事
故
は
他
人
だ
け
迷
惑
か
け
る
 

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
全
部
に
迷
 

惑
を
か
け
ま
す
。
事
故
は
起
す
ま
い
と
 

思
っ
て
い
て
も
ち
よ
っ
と
し
た
不
注
意
 

で
事
故
を
起
す
も
の
で
す
。
皆
ん
な
で
 

事
故
防
止
に
努
め
て
下
さ
い
。
 

毎
月
一
日
は
 
交
通
安
全
の
日
 

で
す
 

家
族
ぐ
る
み
で
交
通
事
 

故
に
備
え
ま
し
ょ
う
／
 

町
民
（
住
民
）
交
通
傷
害
保
険
は
、
 

ど
な
た
で
も
一
人
六
〇
〇
円
の
保
険
料
 

で
簡
単
に
加
入
で
き
ま
す
。
 

今
日
の
よ
う
に
車
が
多
く
事
故
が
多
 

発
し
て
い
る
現
状
で
不
慮
の
事
故
に
備
 

え
家
族
ぐ
る
み
で
傷
害
保
険
に
加
入
し
 

交
通
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
 

こ
の
保
険
は
、
電
車
、
汽
車
、
航
空
 

機
、
船
舶
な
ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
い
 

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

申
込
み
窓
口
赤
池
町
役
場
企
画
室
 

受
付
期
間
 
7
月
 23 

日
よ
り
 

実
施
期
日
 

8
月
ー
日
か
ら
一
年
間
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
民
交
通
傷
害
 

保
険
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
後
日
配
付
い
 

た
し
ま
す
。
 

〒
君
こ
よ
み
 

日
 

七
 

日
 

十
 
五
 
日
 

一
一
十
日
 

一
一
十
八
日
 

国
民
安
全
の
日
 

七
タ
の
節
句
 

盆
、
中
元
 

海
の
記
念
日
 

土
用
の
う
し
 

文
月
（
ふ
み
づ
き
）
と
は
書
物
の
虫
 

ぼ
し
を
す
る
こ
と
か
ら
、
文
書
を
ひ
ろ
 

げ
月
文
月
と
な
ま
っ
た
も
の
。
 



臓
難
）
加
 

昭
和
四
十
八
年
、
第
五
回
町
議
会
六
 

月
定
例
会
が
、
六
月
二
十
二
日
招
集
さ
 

れ
、
町
長
提
出
議
案
十
四
件
、
請
願
七
 

件
及
び
議
員
提
出
決
議
案
一
件
を
議
題
 

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
 

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

一 

議
案
及
び
請
願
は
次
の
と
り
。
 

※
専
決
処
分
の
承
認
 

…
・
・
昭
和
四
十
七
年
度
の
国
保
特
別
会
 

プ
 

計
の
決
算
に
つ
い
て
、
医
療
費
の
異
常
 

な
高
騰
に
よ
り
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
 

い
 

が
大
き
な
差
異
と
な
り
、
赤
字
を
来
た
 

、
 

し
て
決
算
上
の
非
常
手
段
と
し
て
繰
上
 

力
 

充
用
を
し
て
収
支
を
精
算
し
、
国
保
特
 

あ
 

別
会
計
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も
 

の。 

報
 

（注） 

繰
上
充
用
と
は
 

・
会
計
年
 

広
 

度
経
過
後
に
い
た
っ
て
歳
人
が
歳
出
に
 

不
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
翌
年
 

度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ
て
こ
れ
に
充
て
 

る
こ
と
を
い
う
。
 

※
田
川
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
規
約
 

昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
二
日
よ
 

り
任
意
の
協
議
公
で
発
足
し
、
広
域
計
 

画
の
策
定
が
な
さ
れ
現
在
に
い
た
っ
て
 

い
る
が
、
こ
れ
を
法
上
の
協
議
会
と
し
 

て
発
足
す
る
も
の
。
 

※
赤
池
町
土
地
開
発
公
社
に
対
す
る
 

損
失
補
償
 

民
法
上
の
赤
池
町
開
発
公
社
で
あ
 

っ
た
の
を
、
公
法
上
の
赤
池
町
土
地
開
 

+J か
 

あ
 

報
 

広
 ⑧

 

（
②
ペ
ー
ジ
よ
り
）
 

事
業
の
賃
金
の
再
改
訂
に
関
す
る
請
願
 

請
願
紹
介
議
員
 

同
 
右
 

請
願
の
主
旨
を
了
と
し
て
採
択
 

以
上
の
請
願
に
つ
い
て
は
七
月
中
旬
 

議
会
を
代
表
し
て
数
名
の
議
員
で
労
働
 

省
に
陳
情
す
る
 

※
林
業
振
興
に
関
す
る
決
議
 

請
願
 

請
願
紹
介
議
員
 

同
 
右
 

請
願
の
主
旨
を
了
と
し
て
採
択
と
決
 

定
り
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
会
決
議
 

が
な
さ
れ
た
．
 

よ
っ
て
こ
の
決
議
を
農
林
大
臣
あ
て
 

提
出
し
た
。
 

※
第
二
十
三
支
所
地
区
集
会
所
建
設
 

に
伴
う
補
助
に
関
す
る
請
願
 

請
願
紹
介
議
員
 

太
田
亀
作
 
山
下
次
男
 

請
願
の
主
旨
を
了
と
し
て
採
択
 

出
席
議
員
 

十
五
名
 

欠
席
議
員
 

三
名
 

今
回
議
会
に
お
い
て
議
会
傍
聴
願
が
 

あ
り
、
前
谷
シ
ズ
ェ
さ
ん
外
九
名
が
議
 

会
の
傍
聴
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

け
ん
銃
発
射
 

事
件
に
思
う
／
 

小
さ
な
暴
カ
で
も
、
我
々
の
敵
で
あ
 

り
我
々
の
手
で
つ
み
と
ら
ね
ば
な
ら
な
 

い
「
暴
力
」
。
そ
の
暴
力
が
我
々
の
目
 

の
前
で
、
白
昼
け
ん
銃
発
射
事
件
と
い
 

う
我
々
住
民
を
無
視
し
た
恐
し
い
事
件
 

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
事
件
で
そ
れ
ぞ
れ
見
方
、
考
え
 

発
公
社
に
本
年
四
月
一
日
か
ら
切
替
え
 

て
か
ら
、
土
地
先
行
取
得
す
る
に
つ
い
 

て
赤
池
町
は
赤
池
町
土
地
開
発
公
社
に
 

対
し
て
与
え
た
損
失
補
償
の
限
度
額
を
 

壱
億
円
か
ら
弐
億
円
に
増
額
す
る
も
の
 

※
区
有
財
産
処
分
 

草
場
区
の
代
表
者
よ
り
区
有
財
産
 

の
処
分
の
依
頼
が
あ
り
調
査
を
し
、
区
 

民
の
要
請
ど
お
り
処
分
す
る
も
の
。
 

所
在
地
 
大
字
市
場
字
山
の
内
 

】
八
二
一
 

一
八
二
」
 

種
類
等
 
原
野
四
万
七
千
五
百
六
＋
 

元
（
壱
万
四
千
四
百
十
二
坪
）
の
 

内
、
壱
万
六
千
百
三
十
房
（
四
千
 

八
百
八
十
八
坪
）
 

※
赤
池
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
 

例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
 

常
勤
医
師
の
確
保
が
非
常
に
困
難
 

な
現
況
下
に
於
い
て
、
派
遣
医
師
の
身
 

分
を
保
障
し
、
常
勤
医
師
の
不
足
の
解
 

消
を
図
る
も
の
。
 

※
赤
池
町
職
員
旅
費
額
 
手
当
額
等
 

並
び
に
そ
の
支
給
方
法
条
例
の
特
例
に
 

関
す
る
条
例
の
制
定
 

前
案
件
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
 

特
例
条
例
と
同
じ
く
、
派
遣
医
師
、
講
 

師
等
の
処
遇
改
善
を
図
り
、
こ
れ
に
よ
 

っ
て
，
医
師
不
足
の
解
消
を
図
る
も
の
 

※
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
制
定
 

個
人
の
住
民
税
等
の
軽
減
合
理
化
 

を
行
な
う
ほ
か
、
土
地
に
係
る
固
定
資
 

産
税
の
住
宅
用
地
に
対
す
る
軽
減
措
置
 

を
講
じ
課
税
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
 

目
的
で
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
 

I 

方
は
違
う
に
せ
よ
「
手
を
た
た
い
て
喜
 

ぶ
人
」
は
一
人
も
い
な
い
と
思
い
ま
 

す。 
「
恐
ろ
し
い
、
何
と
か
し
な
く
て
 

は
」
と
誰
れ
も
が
思
う
気
持
は
ひ
と
つ
 

で
す
。
何
故
こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
 

し
た
の
か
、
誰
れ
が
悪
い
と
い
う
の
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
目
が
「
暴
 

力
」
に
対
す
る
看
視
を
お
こ
た
っ
て
い
 

た
の
で
は
 

「
暴
力
を
見
た
ら
聞
い
 

た
ら
一
一
O
番」 

「
小
さ
な
暴
力
」
に
 

対
し
て
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
 

の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
そ
れ
が
次
 

第
に
増
長
し
、
こ
の
恐
ろ
し
い
事
件
に
 

発
展
し
た
の
で
は
？
警
察
に
お
い
て
も
 

こ
の
「
暴
力
」
に
対
し
て
は
徹
底
し
た
 

強
い
態
度
で
望
ん
で
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
れ
に
は
皆
さ
ん
方
の
ご
 

協
力
が
絶
対
必
要
条
件
な
の
で
す
u

地
 

域
の
み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
「
手
を
に
 

ぎ
り
あ
っ
た
」
強
い
ス
ク
ラ
ム
が
必
要
 

で
す
．
 ・

手
を
つ
な
ぎ
し
ぬ
出
せ
町
の
暴
力
 

を
ノ
 
明
る
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
 

も
ぜ
ひ
「
暴
力
追
放
」
の
ス
ク
ラ
ム
を
 

つ
く
り
強
い
姿
勢
を
と
っ
て
も
ら
い
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

田
川
警
察
署
 

侵
入
盗
犯
 

性
犯
罪
の
防
止
 

七
月
、
八
月
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
行
 

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。
 

※
赤
池
町
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
 

条
例
の
制
定
 

青
少
年
の
建
全
育
成
施
策
を
総
合
 

的、 

一
元
的
に
充
実
強
化
す
る
た
め
設
 

置
す
る
も
の
．
 

〇
協
議
会
委
員
の
組
織
 

一
、
議
会
議
員
 

三
名
 

二
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
 
十
名
 

三
一
学
織
経
験
の
あ
る
者
 
十
一
名
 

計
．
二
十
四
名
以
内
で
町
長
が
委
嘱
す
 

る。 ※
町
道
の
認
定
 

道
路
新
設
に
よ
る
町
道
の
認
定
 

起
 

点
 

天
郷
 

終
 

点
 

永
満
寺
 

路

線

名

 

天
郷
ー
永
満
寺
線
 

延
 

長
 

平
均
幅
員
 

面
 

積
 

一
七
七
メ
ー
ト
ル
 

五
・
五
メ
ー
ト
ル
 

九
八
〇
元
 

※
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

赤
池
町
民
会
館
建
設
工
事
と
そ
れ
 

に
伴
う
機
械
及
び
電
気
設
備
工
事
の
請
 

負
契
約
に
つ
い
て
、
 

〇
赤
池
町
民
会
館
建
設
工
事
 

工
事
費
 
九
千
五
百
九
十
万
円
 

請
負
者
 
中
川
建
設
（
金
田
町
）
 

〇
赤
池
町
民
会
館
機
械
設
備
工
事
 

工
事
費
 
二
千
八
百
五
十
五
万
円
 

請
負
者
 
九
州
冷
機
（
北
九
州
市
小
 

倉
区
）
 

〇
赤
池
町
民
会
館
電
気
設
備
工
事
 

工
事
費
 

一
千
三
百
六
十
八
万
円
 

請
負
者
 
九
州
電
気
工
事
（
北
九
州
 

市
小
倉
区
）
 

楽
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
 

す
。
留
守
中
や
、
む
し
暑
い
夜
の
戸
締
 

り
の
忘
れ
を
ね
ら
う
「
空
巣
」
 
「
忍
び
 

込
み
」
、
解
放
的
、
露
出
的
な
生
活
環
 

境
か
ら
来
る
性
犯
罪
な
ど
、
各
種
犯
罪
 

が
多
発
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
．
 

今
年
も
夏
季
を
迎
え
、
こ
れ
ら
犯
罪
 

に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
住
民
 

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

の
 
侵
入
盗
犯
の
防
止
 

，
カ
ギ
か
け
て
隣
り
に
声
か
け
無
事
 

な
留
守
I
 

留
守
す
る
と
き
は
隣
り
に
ひ
と
声
た
の
 

ん
で
出
か
け
た
り
、
戸
締
り
は
、
主
鍵
 

の
ほ
か
補
助
鑓
で
二
重
に
し
て
、
カ
ギ
 

か
け
を
励
行
し
て
下
さ
い
。
 

②
 
性
犯
罪
の
防
止
 

，
気
を
つ
け
よ
う
甘
い
言
葉
と
暗
い
 

道カ 
最
近
の
性
犯
罪
は
車
を
利
用
し
た
も
 

の
が
多
く
、
犯
行
の
手
段
、
方
法
も
悪
 

質
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
防
 

止
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
気
を
つ
け
 

て
下
さ
い
。
 

困
 
車
で
「
送
っ
て
あ
げ
よ
う
」
 
「ド 

ラ
イ
プ
し
よ
う
」
な
ど
と
見
知
ら
ぬ
 

男
か
ら
誘
わ
れ
て
も
、
ハ
ッ
キ
リ
断
 

わ
り
ス
キ
を
与
え
な
い
．
 

同
 
見
知
ら
ぬ
男
か
ら
道
案
内
を
頼
ま
 

れ
、
車
に
同
乗
を
誘
わ
れ
て
も
乗
車
 

し
な
い
‘
 

《
 
夜
道
の
一
人
歩
き
は
さ
け
、
や
む
 

を
え
ず
暗
い
道
、
人
通
り
の
な
い
道
 

を
通
る
と
き
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
 

る
か
、
家
族
に
連
絡
し
て
出
迎
え
て
 

も・り・つ。 

町
民
会
館
完
成
年
月
日
 

昭
和
四
十
八
年
十
月
三
十
一
日
 

旧
赤
池
橋
 

至
金
田
 

至
直
方
 

］［ 

彦
 
山
 
川
 

ボタ山 

△■申ココ 

至小竹 
ミ
§
A
A
喜ささg
§

』

き

●

ミ

さ

ミ

●

ミ

喜

ミ

 

o
崎
 
購
ロ
 
●
役
場
 

派
 
公
 

小竹～赤池線バイパス 

（赤池町民会館建設位置図） 

※
田
川
郡
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
 

i

：
現
在
委
員
で
あ
る
「
江
本
淡
也
氏
 

が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
同
氏
の
再
選
 

を
す
る
も
の
。
 

選
任
委
員
住
所
氏
名
 

田
川
郡
香
春
町
 

江
本
淡
也
（
え
も
と
た
ん
や
）
 

（
大
正
八
年
二
月
二
十
六
日
生
）
 

※
昭
和
四
十
八
年
度
田
川
郡
赤
池
町
 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

補
正
額
 

三
千
六
百
四
十
一
万
四
千
円
 

総
 
額
 

十
二
億
八
千
三
百
八
万
二
千
円
 

※
昭
和
四
十
八
年
度
赤
池
町
立
病
院
 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

収
益
的
収
支
補
正
予
定
額
 

プ
、
 

目
 
女
性
だ
の
少
人
数
の
キ
ヤ
ツ
プ
や
 

夜
の
海
水
浴
は
さ
け
、
必
ず
責
任
者
 

の
同
伴
の
も
と
に
行
な
う
．
 

困
 
お
そ
わ
れ
た
と
き
の
用
心
に
、
護
 

身
用
「
一
一
〇
番
ブ
ザ
l
」
を
ハ
ン
 

ド
バ
ッ
ク
や
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
持
 

ち
歩
く
 

以
上
の
よ
う
な
事
に
注
意
し
て
防
犯
防
 

止
に
つ
と
め
て
下
さ
い
．
 

少
年
の
非
行
防
止
に
つ
い
て
 

夏
が
来
ま
し
た
。
 
一
年
中
で
子
供
た
 

ち
の
一
番
楽
し
い
季
節
で
す
。
又
そ
の
 

反
面
事
故
の
多
い
時
期
で
も
あ
り
ま
 

す
。
不
快
指
数
と
比
例
し
少
年
の
非
行
 

が
ふ
え
て
く
る
の
は
子
供
を
も
つ
父
母
 

と
し
て
は
無
関
心
で
は
過
ご
さ
れ
な
い
 

こ
と
で
す
。
福
岡
県
内
で
毎
日
 
（
平
 

均
）
百
五
十
七
人
の
少
年
非
行
で
少
年
 

が
補
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

（
福
岡
県
警
 

調
査
）
、
こ
の
少
年
非
行
の
特
徴
と
し
 

て
次
の
事
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

田
非
行
が
低
年
令
化
し
、
生
徒
、
児
童
 

の
非
行
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

同
単
純
な
動
機
に
よ
る
（
遊
び
型
）
 
の
 

非
行
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
 

五
十
三
万
円
 

収
益
的
収
支
総
額
 

一
億
九
千
百
八
十
六
万
七
千
円
 

資
本
的
経
費
 

外
来
患
者
用
シ
ュ
ー
ズ
ロ
ッ
カ
ー
 

設
置
 

十
九
万
六
千
円
 

※
昭
和
四
十
八
年
度
田
川
郡
赤
池
町
 

赤
池
橋
架
設
準
備
積
立
金
特
別
会
計
補
 

正
予
算
 

…
・
積
立
金
の
一
部
取
り
く
ず
し
分
、
 

二
百
万
円
 

※
炭
鉱
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
事
業
 

の
存
続
延
長
並
び
に
事
業
費
単
価
の
大
 

巾
引
き
上
げ
を
求
め
る
請
願
 

請
願
紹
介
議
員
 

池
田
勝
 
山
下
次
男
 
小
松
千
太
郎
 

請
願
の
主
旨
を
了
と
し
て
採
択
 

※
産
炭
地
域
開
的
就
労
事
業
の
継
続
 

実
施
並
び
に
就
労
す
る
者
の
身
分
の
保
 

障
、
希
望
す
る
者
の
全
員
就
労
の
実
現
 

を
求
め
る
請
願
 

請
願
紹
介
議
員
 

同
 
右
 

請
願
の
主
旨
を
了
と
し
て
採
択
 

※
夏
期
手
当
の
増
額
を
求
め
る
請
願
 

請
願
紹
介
議
員
 

同
 
右
 

請
願
の
主
旨
を
了
と
し
て
採
択
 

※
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
に
就
労
 

す
る
者
の
身
分
保
障
の
確
立
と
事
業
費
 

単
価
の
引
上
げ
実
施
地
域
の
拡
大
を
求
 

め
る
請
願
 

※
昭
和
四
＋
八
年
度
失
業
者
等
就
労
 

（
③
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）
 

四
消
費
ブ
ー
ム
の
蔭
で
万
引
き
が
増
え
 

て
い
ま
す
。
 

目
カ
ー
ブ
ー
ム
の
影
響
に
よ
り
自
動
車
 

や
カ
ー
ス
テ
レ
オ
等
の
盗
み
が
増
え
 

こ
れ
に
加
え
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
車
の
 

盗
み
が
増
え
て
い
ま
す
．
 

困
ポ
ル
ノ
ブ
ー
ム
の
反
映
で
悪
質
な
性
 

犯
罪
や
不
純
異
性
交
遊
等
性
の
乱
れ
 

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
 

N
暮
し
に
困
ま
ら
な
い
両
親
の
健
在
な
 

家
庭
の
少
年
に
よ
る
非
行
が
多
発
し
 

て
い
ま
す
。
 

昭
和
四
十
七
年
中
に
警
察
に
補
導
さ
 

れ
た
少
年
は
八
千
百
八
十
三
人
で
昭
和
 

四
十
六
年
に
比
べ
て
、
四
百
三
十
九
人
 

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
少
年
の
非
行
は
 

少
年
人
口
に
比
例
す
る
と
い
わ
れ
て
い
 

ま
す
が
、
福
岡
県
の
十
才
ー
十
九
才
の
 

人
口
は
減
っ
て
い
る
現
在
で
す
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
世
代
を
背
 

負
う
少
年
を
い
か
に
し
て
、
非
行
か
ら
 

守
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
お
わ
か
り
と
 

思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
等
の
視
聴
覚
に
よ
 

る
影
響
大
人
の
不
用
意
な
行
動
又
は
話
 

か
ら
の
非
行
も
多
い
も
の
で
す
。
家
庭
 

に
お
け
る
親
子
の
対
話
、
明
る
い
家
庭
 

環
境
こ
そ
非
行
防
止
の
も
と
に
な
り
ま
 

す。 正
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
や
り
き
 

る
真
の
勇
気
と
規
律
を
守
り
自
分
の
責
 

任
を
果
せ
る
生
徒
、
児
童
を
育
て
て
行
 

く
様
町
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
し
 

て
少
年
の
非
行
防
止
か
ら
子
供
た
ち
を
 

守
り
明
る
い
健
全
な
町
づ
く
り
を
し
よ
 

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 



(5) 

建設課長I 

建設課長補佐 

(4) か ‘、 け あ
 

報
 

広
 

か ‘、 あ
 

報
 

広
 

自
衛
隊
協
力
会
 

第
一
回
総
会
開
催
さ
れ
る
 

自
衛
隊
協
力
会
は
昭
和
四
十
六
年
十
 

二
月
に
発
足
さ
れ
た
協
力
会
が
七
月
111 

日
（
火
）
飯
塚
駐
と
ん
地
で
第
一
回
目
 

の
総
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
参
加
者
は
五
 

十
四
名
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
議
案
に
対
 

す
る
質
問
等
の
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
 

今
後
の
自
衛
隊
協
力
会
の
あ
り
方
進
め
 

方
の
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
．
 

赤
池
町
（
町
民
会
館
）
 

赤
池
町
民
待
望
の
総
合
会
館
的
な
町
 

民
会
館
が
五
月
二
十
五
日
に
着
工
さ
れ
 

現
在
基
礎
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
会
館
施
設
の
内
容
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

ロ
 
大
集
会
場
兼
体
育
館
 

口
 
児
童
文
庫
 

口
 
郷
土
資
料
室
 

口
 
図
書
舘
 

自
衛
隊
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
や
 

映
画
又
隊
内
見
学
、
自
衛
隊
の
現
在
の
 

あ
り
方
の
説
明
が
な
さ
れ
協
力
会
員
た
 

ち
は
説
明
に
対
し
て
い
ち
い
ち
う
な
づ
 

い
て
い
る
の
が
特
に
目
に
つ
き
ま
し
 

た
。
自
衛
隊
と
親
睦
を
は
か
り
、
な
お
 

一
層
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
全
員
で
万
 

才
を
三
唱
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
ま
ま
し
 

た。 今
後
も
一
層
住
民
の
み
な
さ
ん
に
協
 

力
会
に
入
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

（自衛隊協力会総会開かれる 飯塚駐とん地に於て） 

」
」
ョ
●
！
！
一
●
●
し
《
ソ
ノ
〈
 

士
ー
ト
【
J

一
【
、
・
（
ー
》
メ
で
I
I
' 

ロ
 
料
理
教
室
 

口
 
会
議
室
 

口
 
学
級
室
 

口
 
結
婚
式
場
 

口
 
大
広
間
 

口
 
映
写
室
 

な
ど
の
多
目
的
利
用
を
も
つ
総
合
会
 

舘
で
あ
る
。
 

（写真は五月二十五日の起工式風景） 

明
治
は
遠
く
な
 り
に
け
り
ー
ー
 
ー
ー
u
n
「 

一
 
一
 

赤

池

町

史

編

さ

 ん
 

一 
「
 

ロ
 

r
ー
ー
 
ー
ー
ー
 

一
 
一
 

（

第

二

巻

目

）

ス

タ

ー

ト

 
ノ・ 

赤
池
町
史
（
第
一
巻
）
が
発
行
さ
れ
 

て
早
く
も
二
十
年
の
歳
月
が
た
ち
ま
し
 

た。 当
町
で
は
、
こ
の
町
史
を
も
と
に
手
 

を
加
え
、
来
た
る
べ
き
新
し
い
歴
史
の
 

に
な
い
手
で
あ
る
子
供
、
子
々
孫
々
へ
 

受
け
伝
え
る
た
め
昭
和
五
十
年
五
月
を
 

完
成
目
標
と
し
て
編
さ
ん
に
取
り
組
み
 

ま
し
た
。
 

町
民
皆
さ
ん
の
活
発
な
ご
意
見
や
資
 

料
の
提
供
な
ど
積
極
的
な
御
協
力
と
ご
 

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

＠
編
さ
ん
の
日
程
表
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 

一
、
昭
和
四
十
八
年
 

（
七
月
ー
十
月
は
座
談
会
に
よ
る
き
 

き
と
り
調
査
）
 

七
月
 
上
野
地
区
 

八
月
 
市
場
地
区
 

九
月
 
町
部
地
区
 

十
月
 
中
尾
地
区
 

十
一
、
十
二
月
 
資
料
整
理
 

一
、
昭
和
四
十
九
年
 

一
月
ー
四
月
 

洩
れ
調
査
 

（
再
調
査
）
 

五
月
ー
六
月
 

予
備
期
間
 

七
月
ー
九
月
 

原
稿
作
成
 

十
月
ー
十
一
月
 
文
体
統
一
 

総
工
事
費
は
約
一
億
四
千
万
円
で
事
 

業
種
目
は
過
疎
対
策
事
業
で
行
な
っ
て
 

い
ま
す
‘
 

敷
地
総
面
積
は
一
万
四
百
二
＋
九
平
 

方
メ
ー
ト
ル
で
建
築
延
面
積
二
千
三
百
 

九
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
で
鉄
筋
コ
ン
ク
 

リ
ー
ト
二
階
建
で
す
。
 

近
代
的
建
築
用
式
（
冷
暖
房
）
を
充
 

分
に
と
り
入
れ
た
も
の
で
す
。
竣
工
は
 

十
月
三
十
一
日
の
予
定
、
落
成
式
は
＋
 

一
月
三
日
（
土
）
文
化
の
日
に
行
な
う
 

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
 

露
卿
濁
納
一
 

（
そ
の
五
）
 ー
 

今
回
は
建
設
課
を
御
案
内
い
た
し
ま
 

す。 赤
池
町
の
道
路
、
住
宅
と
年
々
良
く
 

な
っ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
、
 

赤
池
中
学
校
校
舎
の
改
築
、
町
民
会
館
 

＋
二
月
 

原
稿
完
成
 

一
、
昭
和
五
十
年
 

一
月
ー
四
月
 

印
刷
 

五
月
 

完
成
 

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
。
 

＠
町
史
編
さ
ん
に
当
っ
て
い
た
だ
く
方
 

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
．
 

教
 
育
 
長
 
荒
木
 
利
雄
 

公

民

館

長

 
清
原
 
繁
夫
 

赤
池
中
学
校
 
原
田
 

悟
 

ガ 

植
田
 
辰
生
 

"

 

市
場
小
学
校
 

久
原
 

弘
 

仲
島
 
利
昭
 

上
理
小
学
校
 
吉
本
 

実 

興
国
寺
住
取
 
横
山
 
悌一一 

田
川
高
校
 

熊
谷
 
信
孝
 

小
倉
区
 

久
永
 

栄
 

事
務
局
 

企
画
室
 

＠
町
史
の
内
容
は
次
の
と
お
で
す
。
 

、
地
理
 

、
歴
史
 

、
町
政
 

、
産
業
経
済
、
交
通
通
信
 

、
教
育
 

、
宗
教
 

、
民
俗
 

、
観
光
 

、

J

/ 

I 

の
建
設
と
赤
池
町
一
般
会
計
予
算
の
だ
 

い
部
分
が
建
設
事
業
費
と
し
て
使
用
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

住
民
の
皆
様
の
期
待
に
そ
う
よ
う
係
 

は
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
 

住
よ
い
明
る
い
町
づ
く
り
の
先
頭
に
 

立
ち
、
地
域
住
民
の
御
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

建
設
課
長
 

池
永
 
久
夫
 

建
設
課
長
補
佐
 
神
野
 

一
郎
 

土
木
係
長
 

神
野
 

一
郎
 

労
働
係
長
 

木
村
 
邦
治
 

建
築
係
長
 

杉
野
 
昌
幸
 

（
土
木
係
）
 

▽
道
路
お
よ
び
橋
梁
に
関
す
る
こ
と
 

▽
河
川
お
よ
び
堤
防
に
関
す
る
こ
と
 

▽
公
有
水
面
に
関
す
る
こ
と
 

▽
土
木
備
品
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

▽
産
炭
地
開
発
就
労
事
業
に
関
す
る
こ
 

山」 

▽
特
別
開
発
就
労
事
業
に
関
す
る
こ
と
 

▽
水
防
に
関
す
る
こ
と
 

▽
幹
線
下
水
道
に
関
す
る
こ
と
 

▽
都
市
計
画
に
関
す
る
こ
と
 

▽
そ
の
他
土
木
に
関
す
る
い
っ
さ
い
の
 

こ
山
」
 

土
木
係
長
 

建
築
係
長
 

労
働
係
長
 

係 係 係 

一 
第
一
回
赤
池
町
民
 

一
営
火
祭
に
つ
い
て
 

近
年
社
会
経
済
の
急
速
な
発
展
に
伴
 

な
い
青
少
年
の
非
行
は
年
々
低
年
令
化
 

し
、
そ
の
形
態
は
復
雑
多
様
化
し
て
い
 

ま
す
。
 

特
に
夏
休
み
に
な
る
と
子
供
達
は
学
 

校
か
ら
解
放
さ
れ
自
由
な
時
間
が
多
く
 

な
り
、
水
難
事
故
、
ま
た
は
非
行
に
走
 

り
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
営
火
祭
が
青
 

少
年
の
健
全
育
成
の
場
と
し
て
、
ま
た
 

町
民
が
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
フ
ア
イ
ヤ
 

ー
を
囲
み
、
み
ん
な
で
歌
い
、
踊
り
楽
 

し
く
す
ご
せ
る
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
 

夏
に
向
け
て
の
幕
あ
け
の
行
事
に
し
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

①
 
会
場
 

町
民
グ
ラ
ン
ド
 

②
 
日
時
 

7
月
 21 

日
（
土
）
 

午
後
七
時
三
〇
分
よ
り
 

午
後
九
時
三
〇
分
ま
で
 

⑧
 
対
象
及
び
人
員
 

子
供
会
、
青
年
、
婦
人
 

約
干
五
百
人
程
度
 

④
 
主
催
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
 

赤
池
町
公
民
館
、
子
供
育
成
会
、
青
 

年
団
体
、
婦
人
団
体
、
体
協
、
地
区
 

公
民
館
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室
、
 

ギ
タ
ー
教
室
 

（
建
築
係
）
 

▽
公
営
住
宅
建
設
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

▽
公
営
住
宅
使
用
料
調
定
に
す
る
こ
と
 

▽
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
 

第
二
〇
一
号
）
施
行
に
関
す
る
こ
と
 

▽
住
宅
改
修
資
金
貸
付
事
業
に
関
す
る
 

こ
と
 

▽
そ
の
他
建
築
に
す
る
こ
と
 

（
労
働
係
）
 

▽
一
般
失
業
対
策
事
業
に
関
す
る
こ
と
 

▽
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
 

山」 

▽
失
業
者
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

▽
職
業
訓
練
に
関
す
る
こ
と
 

▽
炭
鉱
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
事
業
に
 

関
す
る
こ
と
 

▽
そ
の
他
労
働
に
関
す
る
こ
と
 

●
、
、
？
I
ー

 
ノ
、
く
ノ
、
ノ
、
」
 

】 
、
？
 

”b
一 

、
 

《 

〕j 

'
 

‘《 

一

ー

，

 

七
月
十
九
日
二
十
日
の
両
日
田
川
保
 

健
所
の
指
導
の
も
と
市
場
猿
田
、
ボ
タ
 

山
周
辺
の
野
犬
捕
獲
（
薬
物
使
用
 

硝
酸
ス
ト
リ
キ
ニ
ー
ネ
）
を
行
な
い
ま
 

の
す
で
周
辺
地
域
の
飼
い
犬
は
必
ず
つ
 

な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

尚
放
し
飼
い
に
す
る
時
口
輪
を
す
る
 

様
お
願
い
し
ま
す
．
 

薬
殺
実
施
に
当
っ
て
、
地
域
の
住
民
 

の
方
々
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

七
日
中
に
野
犬
の
集
中
捕
獲
を
大
々
的
 

に
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
．
 



心
 

ナ
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

俳

句

 へ 
の
 
招

待

 

下
 
田
 
水

心

子

 

数
年
前
で
あ
っ
た
か
、
種
田
山
頭
火
 

ブ
ー
ム
と
言
う
も
の
が
あ
っ
た
一
般
的
 

に
こ
れ
を
俳
句
ブ
ー
ム
と
玄
人
も
素
人
 

と
も
言
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
山
 

頭
火
の
句
を
読
ん
で
の
事
で
、
あ
っ
た
 

ろ
う
か
？
素
人
で
あ
れ
ば
仕
方
が
な
い
 

に
し
て
も
、
多
少
、
俳
句
を
か
じ
っ
た
 

人
な
ら
ば
今
一
度
、
俳
句
の
原
点
に
戻
 

っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
．
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
後
藤
比
奈
夫
は
、
 

「
俳
句
の
生
命
力
は
、
五
七
五
、
と
い
 

う
日
本
人
に
と
っ
て
最
も
愛
着
の
深
い
 

ま
た
、
如
何
様
に
も
活
用
出
来
る
リ
ズ
 

ム
の
中
に
、
対
象
と
し
て
の
物
を
、
四
 

季
の
推
移
を
背
景
と
し
て
、
は
っ
き
り
 

客
観
化
し
て
打
出
す
と
こ
ろ
に
あ
る
」
 

と
言
っ
て
い
る
。
 

す
な
は
ち
有
季
定
型
を
原
則
と
し
て
 

の
客
観
写
生
と
言
う
こ
と
に
な
る
．
こ
 

こ
で
山
頭
火
を
批
判
す
る
気
持
は
な
い
 

が
、
俳
句
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
所
が
 

け
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

==(7) 

駐車禁止 車
の
駐
車
禁
止
に
つ
い
て
 

赤
池
町
の
小
竹
ー
赤
池
線
の
県
道
に
 

お
い
て
駐
車
禁
止
さ
れ
て
い
る
本
町
、
 

昭
和
町
、
稲
荷
町
、
伏
原
（
国
鉄
赤
池
 

駅
か
ら
伏
原
高
園
酒
店
ま
で
の
間
）
が
 

昨
年
十
一
月
か
ら
駐
車
禁
止
（
午
前
七
 

時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
規
制
対
象
自
動
 

二
輪
除
く
）
と
な
っ
て
お
り
最
近
車
の
 

か
げ
か
ら
子
供
の
飛
び
出
し
、
ま
た
稲
 

荷
町
の
保
育
園
付
近
で
は
園
児
の
通
園
 

が
あ
り
事
故
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

又
他
車
の
通
行
に
迷
惑
に
な
り
ま
す
 

の
で
駐
車
禁
止
場
所
に
は
駐
車
し
な
い
 

よ
う
に
又
禁
止
し
て
い
な
い
場
所
も
他
 

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
 

よ？つ。 
町
民
の
皆
さ
ん
に
事
故
防
止
に
協
力
 

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

献
血
友
の
会
に
 

加
入
し
ま
し
ょ
う
ク
 

私
達
は
生
き
て
い
る
限
り
何
時
ど
ん
な
 

病
気
に
か
か
る
か
或
い
は
ど
こ
で
、
ど
 

ん
な
事
故
に
あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 

気
に
か
か
る
。
 

こ
の
事
に
つ
い
て
、
小
坂
賛
泉
氏
は
 

著
書
「
俳
句
の
世
界
」
の
中
で
短
文
が
 

短
詩
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
．
で
は
山
 

頭
火
の
短
文
を
俳
句
と
し
て
世
論
ほ
受
 

入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
 

と
に
な
る
が
こ
れ
は
今
様
芭
蕉
と
か
放
 

浪
の
俳
人
と
か
言
っ
て
日
本
人
が
俳
句
 

に
持
つ
愛
着
心
に
便
乗
し
な
け
れ
ば
売
 

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

子
規
が
導
入
し
た
写
生
の
方
法
、
虚
 

子
が
確
立
し
た
客
観
写
生
，
俳
句
を
志
 

す
者
は
ま
ず
写
生
の
技
法
を
念
頭
に
置
 

き
、
ま
と
め
あ
げ
る
一
句
を
省
み
て
描
 

写
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

物
の
見
方
、
感
じ
方
、
物
の
考
え
方
 

な
ど
で
あ
る
．
 

俳
句
の
生
命
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
 

次
に
客
観
写
生
の
例
旬
を
出
し
て
見
よ
 

・つ。 
＠
子
蟻
蜘
す
で
に
無
情
の
貌
を
し
て
 

池
田
 

一
歩
 

こ
の
句
は
最
近
の
公
民
館
句
会
に
出
 

た
句
で
あ
る
．
 

端
郷
（
か
ま
き
り
）
の
風
貌
は
冷
酷
 

挑
戦
的
で
三
角
形
の
頭
に
大
き
な
目
、
 

何
で
も
噛
み
砕
く
よ
う
な
口
、
は
さ
め
 

ば
金
輪
際
放
さ
ぬ
よ
う
な
鎌
、
ぴ
ん
と
 

は
ね
上
っ
た
尻
は
不
気
味
で
あ
る
、
今
 

頃
は
か
ま
き
り
の
子
が
生
ま
れ
て
よ
く
 

見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
 

生
れ
つ
い
て
の
風
貌
は
す
で
に
備
っ
 

て
お
り
首
を
曲
げ
て
じ
ろ
り
と
見
ら
れ
 

る
と
、
は
っ
と
す
る
気
味
の
悪
さ
が
あ
 

る。 

無
表
情
な
が
ら
そ
の
物
の
持
つ
風
格
 

で
あ
ろ
う
。
こ
の
旬
は
子
端
郷
に
情
を
 

通
わ
せ
な
が
ら
客
観
的
に
無
情
の
貌
と
 

し
て
表
現
し
て
館
鄭
の
風
貌
を
描
写
し
 

た
も
の
で
相
当
の
年
季
が
必
要
で
あ
 

る。 俳
旬
の
作
り
初
め
は
見
て
作
る
事
で
 

つ
ま
ら
な
い
平
凡
な
旬
ば
か
り
出
来
る
 

よ
う
だ
が
、
続
け
て
行
く
う
ち
に
段
々
 

判
っ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。
 

赤
池
公
民
館
句
会
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
 

白
石
天
留
翁
 
選
 

ス
キ
ー
ト
ピ
ー
挿
し
て
女
の
職
場
か
な
 

水
心
子
 

麦
藁
帽
買
ひ
高
原
の
旅
に
あ
り
 春

 
翁
 

摘
み
な
が
ら
次
の
ワ
ラ
ビ
を
目
で
追
ひ
 

ぬ
 

駒
 
女
 

大
傘
に
雨
除
け
在
す
甘
茶
仏
 

青
 
甫
 

島
薄
暑
こ
み
あ
う
店
に
土
産
買
ふ
 

よ
し
子
 

暮
れ
色
を
の
せ
て
寄
せ
来
る
卯
月
波
 

昭
 
女
 

汐
騒
や
宿
女
閑
ら
し
春
の
宵
 

桜
ン
坊
 

高
原
に
ワ
ラ
ビ
摘
み
も
し
春
惜
む
 

一 

歩
 

選
者
 

吟
 

気
が
ね
な
く
藤
椅
子
に
春
惜
み
け
り
 

短
 
評
 

一
歩
 

ス
キ
ー
ト
ピ
ー
挿
し
て
女
の
職
揚
か
な
 

水
心
子
 

ス
井
ー
ト
ピ
ー
は
見
る
か
ら
に
あ
ど
け
 

な
い
花
で
あ
る
。
そ
れ
を
コ
ッ
プ
か
何
 

か
に
挿
し
て
い
る
女
の
人
の
に
ぎ
や
か
 

な
職
場
風
景
を
、
そ
の
ま
ま
素
直
に
う
 

た
い
あ
げ
た
旬
で
あ
る
。
 

昭
和
四
十
八
年
度
食
品
業
 

者
定
期
検
便
に
つ
い
て
 

1
 

日
 
時
 

七
月
二
十
四
日
 
（火〕 

午
後
一
時
三
十
分
ー
三
時
三
十
分
 

2
 
場
 
所
 

赤
池
町
役
場
第
二
公
民
館
 

3
 
手
数
料
 

一
件
 

百
円
 

4
 
対
象
者
 

m
 
飲
食
物
の
製
造
、
加
工
、
販
売
 

ー

‘

 

) 

調
理
ま
た
は
取
扱
者
 

②
 
旅
館
、
下
宿
．
料
理
店
、
飲
食
 

店
を
経
営
も
し
く
は
従
事
す
る
者
 

⑧
 
事
業
所
の
集
団
結
食
従
事
者
 

未
就
業
看
護
婦
等
実
態
 

調
査
実
旋
に
つ
い
て
 

福
岡
県
で
は
看
護
婦
等
不
足
対
策
の
 

一
環
と
し
て
、
家
庭
に
在
る
未
就
業
看
 

護
婦
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
 

ら
看
護
婦
等
の
就
職
を
容
易
に
す
る
た
 

め
、
講
習
会
等
を
行
な
い
再
就
職
の
促
 

進
を
図
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
 

の
で
、
保
健
婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
 

の
資
格
を
お
持
ち
で
未
就
業
の
方
は
洩
 

れ
な
く
所
轄
田
川
保
健
所
へ
お
届
け
く
 

だ
さ
い
。
 

m
 
届
出
期
間
 

昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
日
か
ら
 

昭
和
四
十
八
年
八
月
八
目
ま
で
 

②
 
届
出
先
 
田
川
保
健
所
 

⑧
 
潜
在
看
護
力
活
用
講
習
会
 

講
習
会
は
五
日
間
と
し
、
福
岡
市
、
 

北
九
州
市
、
飯
塚
市
、
久
留
米
市
、
 

の
四
ケ
所
で
八
月
下
旬
か
ら
十
月
に
 

実
施
の
予
定
で
あ
る
．
 

尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
田
川
保
健
所
に
 

直
接
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

重
い
病
気
や
怪
我
を
し
て
、
も
し
手
 

術
が
必
要
と
す
る
と
き
は
、
た
い
て
い
 

輸
血
を
要
し
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
家
族
 

や
親
戚
、
友
人
が
走
り
回
っ
て
血
液
を
 

も
ら
い
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
 

す。 又
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
届
出
し
て
も
 

ら
っ
た
に
し
て
も
自
分
も
家
族
も
誰
も
 

が
献
血
し
て
い
な
い
た
め
後
で
お
返
し
 

に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
こ
 

う
し
た
難
儀
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
 

め
に
は
先
ず
自
分
が
献
血
す
る
こ
と
が
 

大
切
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
 

て
み
ん
な
の
力
で
助
け
合
っ
て
い
く
こ
 

と
が
最
も
必
要
で
す
。
 

献
血
の
会
は
、
こ
の
よ
う
な
主
旨
を
 

も
っ
て
発
足
す
る
計
画
で
す
。
 

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
一
人
で
も
多
く
 

加
入
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

申
込
み
は
役
場
民
生
課
に
お
い
で
く
 

だ
さ
い
。
 

尚
、
支
所
長
、
駐
在
員
の
方
々
に
は
大
 

変
お
骨
折
有
難
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

今
後
と
も
加
入
く
だ
さ
い
ま
す
様
御
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

あ
な
た
の
体
力
テ
ス
ト
 

は
い
か
が
で
す
か
ク
 

い
つ
の
ま
に
か
、
お
な
か
が
出
て
き
 

た
。
空
い
た
席
が
あ
れ
ば
す
ぐ
す
わ
り
 

た
い
。
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
・
・
・
 

と
思
っ
た
ら
黄
信
号
、
家
族
が
揃
っ
た
 

時
一
人
ノ
、
、
の
体
力
年
令
を
テ
ス
ト
し
 

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

（
用
意
す
る
も
の
）
 

時
計
、
メ
イ
ジ
ヤ
ー
 

1
平
衡
感
覚
テ
ス
ト
 

両
手
を
腰
に
あ
て
て
片
足
で
立
ち
ま
 

し
よ
う
。
両
目
を
と
じ
て
か
ら
何
秒
間
 

立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
 

体力年令 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代後半 

20代前半 

時問（秒） 

0 -25 

26-35 

36 -50 

51-75 

76 -90 

90以上 

2
腹
筋
テ
ス
ト
 

仰
向
け
に
な
っ
て
補
助
者
に
足
首
を
 

押
え
て
も
ら
い
両
手
を
頭
の
う
し
ろ
で
 

組
ん
で
上
体
を
起
し
ま
す
。
三
十
秒
間
 

で
何
回
で
き
ま
す
か
。
 

回 数 

「
 男 女 

0~5 

6-8 

9-12 

13-il 

18-21 

22以上 

0-i 

2 -3 

4 -5 

6-7 

8-12 

13以上 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代後半 

20代前半 

3 
上
体
そ
ら
し
テ
ス
ト
 

う
つ
ぶ
せ
に
な
り
両
手
を
腰
の
う
し
 

ろ
で
組
ん
で
静
か
に
上
体
を
そ
ら
し
ま
 

す
。
ど
の
く
ら
い
あ
が
り
ま
す
か
。
補
 

助
者
は
ひ
ざ
で
ひ
ざ
を
両
手
で
も
も
を
 

押
え
ま
す
。
 

距離(cm) 
体力年令 

男 女 

0 -30 

31-35 

36-40 

41-50 

51-55 

56以上 

0 -20 

21-30 

31-40 

41-50 

51-55 

56以上 

60代 

5(〕代 

40代 

30代 

20代後半 

20代前半 

高
校
生
キ
ャ
ン
ブ
 

教
室
募
集
案
内
 

大
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
れ
て
健
全
 

な
心
身
を
培
い
素
朴
な
生
活
の
中
か
ら
 

自
然
界
の
し
く
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
キ
 

ヤ
ン
プ
生
活
の
基
礎
技
術
と
マ
ナ
ー
を
 

習
得
す
る
。
 

1
、
期
日
 

7
月
 27 

日、 

28 

日、 

29 

日
 

（
一
一
泊
三
日
）
 

2
、
場
所
 

英
彦
山
青
年
の
家
キ
ャ
ン
プ
場
 

3
、
対
象
及
び
人
員
 

高
校
生
以
上
の
男
女
で
心
身
と
も
に
 

健
康
で
集
団
に
よ
る
幕
営
に
耐
え
得
 

る
者
 
三
十
人
程
度
 

4
、
申
込
先
 

赤
池
町
公
民
館
 

mH
目
同
ロ
 

一
、
金
一
封
 
太
田
清
隆
殿
 

亡
息
 
隆
美
殿
（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
丸
 
登
殿
 

亡
妻
 
フ
サ
ノ
殿
（
十
五
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
渡
部
弘
美
殿
 

亡
父
 
団
十
郎
殿
（
十
五
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
世
良
政
敏
殿
 

亡
母
 

ェ
イ
殿
（
二
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
中
村
栄
蔵
殿
 

亡
妻
 
タ
ッ
ェ
殿
（
十
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
柴
田
美
文
殿
 

亡
母
 
カ
メ
ノ
殿
（
十
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
池
田
静
香
殿
 

亡
夫
 
貞
道
殿
（
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
田
中
正
則
殿
 

亡
父
 
正
文
殿
 

以
上
香
典
返
し
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
社
 

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
．
 



(8) け
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

お

知

ら

せ

 

昭
和
四
十
八
年
度
 

保
母
試
験
準
備
講
習
会
の
 

案
内
 

会
期
は
七
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
四
 

日
ま
で
会
場
は
九
州
産
業
大
学
教
養
学
 

部
で
行
な
い
ま
す
。
 

①
受
験
資
格
者
 

イ
、
保
母
資
格
試
験
の
受
験
資
格
を
有
 

す
る
者
。
 

ロ
、
明
春
三
月
高
校
卒
業
見
込
者
に
し
 

て
高
校
卒
業
後
保
母
資
格
試
験
受
験
 

を
希
望
す
る
者
。
 

②
受
講
申
込
み
期
日
 

希
望
者
は
昭
和
四
十
八
年
七
月
十
六
 

日
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
下
 

さ
い
。
 

尚
、
申
込
書
用
紙
は
田
川
福
祉
事
務
所
 

に
そ
な
え
つ
け
て
い
ま
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
田
川
福
祉
事
務
所
 

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
．
 

田
川
地
区
消
防
組
合
 

消
防
吏
員
採
用
試
験
案
内
 

1
採
用
人
員
 
消
防
士
 

二
名
 

2
受
験
資
格
 

山
昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
 

昭
和
三
十
年
七
月
二
四
日
ま
で
生
ま
 

れ
た
男
子
で
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
 

も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
 

を
有
す
る
者
。
 

②
身
体
強
健
で
色
神
，
聴
力
、
言
語
及
 

び
運
動
の
機
能
等
に
障
害
が
な
く
次
 

の
身
体
基
準
を
み
た
す
者
 

切
 
身
長
 

一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
 

以
上
 

困
 
胸
囲
 
身
長
の
ニ
分
の
一
以
上
 

回
 
体
重
 
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
 

国
 
視
力
 
両
眼
と
も
〇
・
七
以
上
で
 

色
力
正
常
 

団
 
聴
力
 

ニ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
、
 

低
語
が
聴
取
で
き
る
こ
と
 

の
 
握
力
 
左
右
と
も
三
十
五
キ
ロ
グ
 

ラ
ム
以
上
 

用
 
体
躯
 
身
体
的
障
害
の
な
い
こ
と
 

3
、
試
験
の
方
法
 

m
 
第
一
次
試
験
 

ア
 
筆
記
試
験
 

国
語
、
数
学
、
理
化
学
、
社
会
 

常
識
 

ィ
 
体
力
検
査
 

消
防
士
に
必
要
な
機
敏
性
、
持
 

久
力
等
に
つ
い
て
行
な
い
ま
 

す． 

4
、
受
付
期
間
 

昭
和
四
十
八
年
七
月
二
日
七
月
一
一
 

十
五
日
ま
で
 

②
 
第
二
次
試
験
 

ア
 

ロ
頭
試
験
 

ィ
 
身
体
検
査
 

5
 
試
験
の
日
時
、
場
所
 

昭
和
四
十
八
年
七
月
二
十
九
日
 

（日） 

田
川
市
立
中
央
中
学
校
 

尚
 
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
民
生
課
消
 

防
係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

戦
傷
病
者
の
補
具
支
給
 

等
出
張
相
談
 

1
 
日
時
 
午
前
＋
時
か
ら
午
後
三
時
 

ま
で
 

八
月
二
日
 
（木） 

2
 
場
所
 田

川
市
役
所
四
階
大
会
議
室
 

3
 
相
談
対
象
者
 

「
戦
傷
病
者
手
帳
」
 
の
交
付
を
受
け
 

て
い
る
者
で
あ
っ
て
公
務
上
の
傷
病
 

に
よ
る
次
の
障
害
の
状
態
が
あ
る
者
 

ァ
、
補
装
具
を
装
着
す
る
必
要
が
あ
る
 

者
 

イ
、
更
生
す
る
た
め
に
医
療
が
必
要
で
 

あ
る
者
 

尚
相
談
に
行
か
れ
る
者
は
「
印
鑑
」
 

お
よ
び
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
を
必
ず
持
 

参
し
て
下
さ
い
。
 

ご
家
庭
の
み
な
さ
ま
へ
／
 

郵
便
が
ス
ム
ー
ス
に
そ
し
て
確
実
に
 

み
な
さ
ま
の
お
手
も
と
に
届
け
ら
れ
る
 

よ
う
次
の
点
に
ご
協
力
下
さ
い
 

①
郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き
り
と
書
 

い
て
く
だ
さ
い
。
 

②
郵
便
受
箱
を
お
備
え
く
だ
さ
い
。
 

③
犬
は
通
路
か
ら
は
な
し
て
、
し
っ
か
 

り
と
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

④
転
入
転
出
し
た
ら
転
居
届
を
郵
便
局
 

に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
 赤

池
郵
便
局
 

野
犬
・
不
用
犬
の
 

撲
滅
し
ま
し
ょ
う
ク
 

住
民
の
皆
さ
ん
、
野
犬
、
不
用
犬
を
 

野
放
し
に
し
て
い
る
と
大
変
な
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
事
故
が
起
っ
て
か
ら
は
ま
 

に
あ
い
ま
せ
ん
。
 

子
供
や
物
な
ど
に
害
を
加
え
被
害
が
 

多
発
し
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
で
不
用
に
 

な
っ
た
犬
、
野
犬
．
は
次
の
よ
う
に
役
 

場
で
買
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

成
犬
 

一
頭
に
つ
き
 
百
円
 

小
犬
 

一
頭
に
つ
き
 

五
十
円
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
に
 

参
加
し
ま
し
よ
う
刀
】
 

社
会
体
育
で
は
、
ど
こ
で
も
気
安
く
 

ー
 

取
り
く
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
青
年
 

男
女
、
マ
マ
さ
ん
の
バ
レ
ー
教
室
を
始
 

め
て
い
ま
す
。
あ
わ
た
だ
し
い
社
会
の
 

谷
間
で
強
く
生
き
る
に
は
、
体
力
が
最
 

も
大
切
で
す
。
 

一
週
間
に
一
度
で
も
思
う
よ
う
に
身
 

体
を
動
か
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
 

て
、
明
日
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
養
っ
て
 

明
る
い
町
づ
く
り
に
進
み
ま
・
し
ょ
う
。
 

1
、
日
 

時
 

毎
週
土
曜
日
 

午
後
七
時
三
十
分
よ
り
 

午
後
九
時
ま
で
 

2
、
場
 
所
 

赤
池
中
学
校
体
育
館
 

3
、
指
導
者
 

町
体
育
指
導
委
員
 

4
、
主
 
催
 

赤
池
町
体
育
振
興
協
会
 

夏
の
衛
生
に
つ
い
て
 

ゴ
キ
ブ
リ
の
一
掃
と
便
所
、
下
水
道
 

の
美
化
運
動
に
協
力
を
 

家
庭
に
お
け
る
台
所
、
便
所
は
そ
の
 

家
の
衛
生
面
の
物
差
し
と
い
わ
れ
て
い
 

る
程
で
、
こ
と
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
 

台
所
、
便
所
、
下
水
等
は
不
潔
と
な
り
 

が
ち
で
、
特
に
便
所
、
下
水
等
は
悪
臭
 

を
放
ち
、
し
尿
く
み
取
の
際
な
ど
近
所
 

へ
お
互
い
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多
 

く
な
り
が
ち
で
す
。
 

又
、
こ
れ
ら
の
衛
生
害
虫
を
撲
滅
す
 

る
た
め
「
ゴ
キ
ブ
り
駆
際
」
月
間
を
設
 

け
（
七
月
「
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
）
 

県
下
一
せ
い
に
、
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
 

す
。
住
民
の
皆
様
も
夏
の
衛
生
に
は
特
 

に
注
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
 

す。 


